
令和７年度留萌振興局農業農村整備事業環境情報協議会 議事録 

 

 

                    日 時 令和７年１０月１４日（火）１３時３０分～１５時３０分

  

                              場 所 南明里地区現地、初山別村役場２階会議室 

         

 

 

○協議地区 

 

中山間地域農業農村総合整備事業 

南明里地区（初山別村） 

  

 

 

  

 

○議 題： １、現地調査 南明里地区 

      ２、意見交換会  

      （１）開会  

（２）初山別村による環境評価の説明 

       （３）地区の説明・意見交換  

（４）閉会 

 

 

 

 



北海道留萌振興局産業振興部農村振興課 

 

 

【協議会出席者】 

 

 ◇環境情報協議会委員 

 

 ○環境に関する専門家 

 

  ・小丹保 隆二 委員         苫前町代表監査委員 令和６年６月退任 

   （苫前町在住）            

   （再任）               

   

  ・照井 廣章 委員           小平町開発審議会委員 

   （小平町在住）           小平町情報審査会委員 

   （再任）              民生委員・児童委員 

                     留萌消防組合消防審議会副会長 

                     小平町中央町内会長 

                     小平地区連合町内会書記・会計 

                     株式会社阿部工業専任役 

 

 ○地域住民の代表 

 

  ・村田 定人 委員           るもい農業協同組合理事 

   （羽幌町在住）           羽幌町議会議長 

   （再任）              北海道指導農業士 

 

・岩倉 健悟 委員           北海道指導農業士 

   （小平町在住）           JA るもい花き生産組合組合長 

   （再任）              小平町社会教育委員 

                     留萌警察署協議会副会長 

                     （株）STAYOBIRA 取締役 

 

 ○農業関係者 

 

・伊藤 まち子 委員          苫前町町議会議員 

   （苫前町在住）           北海道指導農業士 

（再任）              保護司 



  ◇市町村、土地改良区 

 

○初山別村 

籾山 幸久 氏   経済課      農林畜産係長 

 

 ○オロロン土地改良区 

  張間 一志 氏            事務局長  欠席 

  澤岡 政幸 氏            工務係長 

 

  ◇留萌振興局 

 

  ○農村振興課 

廣澤 清美    農村振興課    課長 

伊藤 次郎             地域計画係長 

木村 健一             専門主任     

渡辺 俊太郎            主事 

長沼 秀幸             主査（農村振興） 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■令和７年度留萌振興局農業農村整備事業環境情報協議会 意見交換会 議事内容 

 

 事業名：中山間地域農業農村総合整備事業 

地区名：南明里地区（初山別村） 

 

【意見交換会の内容】 

  

（照井委員） 

・工事期間はどのくらいになっているのか。 

 

（留萌振興局） 

・3 カ年計画となっており、令和１０年度から着工となる。 

 令和１０年度から６カ年で工事完了予定となっている。 

 

（照井委員） 

・年数が延びれば延びるほど事業費が膨らんでいくので、工期の延期がないように工

事を行ってほしい。 

 

（留萌振興局） 

・了解。 

 

（村田委員） 

・環境に配慮した工事内容については了解。 

・転作田は通年施工ではないとのことだったが、他のほ場の整備はどのように行う予 

定か。 

 

（留萌振興局） 

・農家と打合せを実施し調整を行う予定だが、可能な限り夏期施工で工事を行いたい 

と考えている。 

 

（村田委員） 

・休耕をせずに春や秋からほ場整備を行うと、トラクターが沈んだり天候の影響で整

備が進まない等の問題が起きたりするので、良い整備を行うために、農家への説明

をしっかりと行ってほしい。 

 

 



（留萌振興局） 

・了解。 

 

（岩倉委員） 

・今年は大雨が降っているが、この地区では被害等は出ていないのか。 

・下流にある民家への工事の影響についてはどのように考えているのか。 

 

（留萌振興局） 

・今年は、大雨で被害等が出たとの報告はない。 

・大雨の際は工事を行わないようにする。また、土砂の流出対策を行い、施工時に 

は下流の受益者ではない住人に対しても周知を行う。 

  

（岩倉委員） 

・了解、なるべく早く工事を完了して農家が利用できるように整備していただきた

い。 

 

（伊藤委員） 

・取り付け道路の整備については、実際にほ場を見てその必要性を感じた。また、

山際の用水路で土砂の流入による破損が起きているとのことだったので、農家と

打合せをしっかりと行い、整備後に同じ問題が起きないようにしてほしい。 

 

（留萌振興局） 

・了解。 

 

（伊藤委員） 

・初山別村のマスタープランによると、初山別村には蛍が生息しているとのことな 

ので、工事の際には、生息域や生態について確認をし、生息環境に与える影響に 

注意したうえで工事を行ってほしい。 

 

（留萌振興局） 

   ・了解、工事を行う場所の蛍の確認を行い、施工時期等に留意する。 

 

（小丹保委員） 

・用水路について、土砂で押されているとのことだったが、現在、どのような工事 

方法を検討しているのか。 

 



（留萌振興局） 

・土止めを行い既存の用水路を取り外したうえで、同じ箇所への新設、または道路 

側に寄せて新設を行う２案を検討している。 

 

（小丹保委員） 

・落水後に工事を行う際には、秋のサケの遡上時期とも重なるため、濁水の流出を

防止し工事を行ってほしい。 

 

（留萌振興局） 

・了解。 

 

（村田委員） 

・暗きょ排水の疎水剤について、ホタテ貝殻、チップ、砂利それぞれのメリット・

デメリットを教えてほしい。 

 

（留萌振興局） 

・ホタテの貝殻については、宗谷地方から持ってこなければならず、輸送費がか 

かってしまうため高価となっている。また、工事実施の 2 年前から整備予定に 

必要な賦存量の把握を行わなければならないため調整が難しくなっている。 

・砂利については、長持ちはするが、下の層が軟弱な場合、重みで沈下してしま

う。また、値段も高価になっている。 

・チップについては、有機物のため分解されてしまうデメリットはあるが、実証

実験では分解まで 30 年程度かかることがわかっている。また、調達しやすい

点がメリットとしてある。 

・管内の地区によって確保しやすい資材の違いもあるため、農家と打合せを行い 

決定する。 

 

（村田委員） 

・了解。 

 

 


